








































 2020 年 9 月 18 日に実施した秋学期オリ
エンテーションの際に，この時点で岡山理
科大学獣医学部獣医学科と獣医保健看護学






2018 年 4 月に開学したものであり， 現在，


















べて 5 つの選択肢から正答 1 つを選択する
方式とし，解答時間は 30 分とした。解答
岡山理科大学教育実践研究　第4号　pp.39-56(2020)









 2020 年 9 月 18 日時点で，岡山理科大学
獣医学部には，獣医学科 452名 (1年次 153
名，2 年次 160 名，3 年次 139 名)，獣医保
健看護学科 141 名 (1 年次 69 名，2 年次
38 名，3 年次 34 名) の合計 593 名 (1 年次
222 名，2 年次 198 名，3 年次 173 名) が
在学しており，そのうち 513 名 (87%) が





物理」は獣医学科 3 学年の各学年で 79～
85% (3 学年の合計で 82%)，獣医保健看護
学科 3 学年の各学年で 68～79% (3 学年の
合計で 72%) の学生が履修していたが，「物
 
表 2  高等学校における理科科目の履修状況 
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理」の履修者の割合は獣医学科で 22～31% 
(3 学年の合計で 27%)，獣医保健看護学科
で 8～15% (3 学年の合計で 12%) と，両学 
科ともに「基礎物理」の履修者よりも著し
く少なかった (表 2)。 
 これに対して，「基礎化学」の履修者の割
合は獣医学科で 89～95% (3 学年の合計で
92%)，獣医保健看護学科で 92～97% (3 学
年の合計で 94%)，「化学」の履修者の割合
は獣医学科で 87～94% (3 学年の合計で






なかった (表 2)。 
 「基礎生物」の履修者の割合は，獣医学






64～83% (3 学年の合計で 72%) であり，
「基礎生物」と比べて履修者の割合が減少
していた (表 2)。 
 一方，「基礎地学」の履修者は，獣医学科
で 10～15% (3 学年の合計で 12%)，獣医保
健看護学科で 10～26% (3 学年の合計で
19%) と，他の理科科目と比べて非常に少
なく，さらに「地学」の履修者は，獣医学
科では 2～4% (3 学年の合計で 3%)，獣医
保健看護学科では 0～8% (3 学年の合計で







の受験が 5～7% (3 学年の合計で 6%)，他
大学・他学部の受験が 11～16% (3 学年の
合計で 13%)，獣医保健看護学科 3 学年で
は本学獣医学部の受験が 0～6% (3 学年の
合計で 4%)，他大学・他学部の受験が 4～
 
表 3  大学受験に際しての理科科目の利用状況 
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～10% (3 学年の合計で 7%) と，比較的少





験が 52～63% (3 学年の合計で 57%)，獣医
保健看護学科では本学獣医学部の受験が
17～34% (3 学年の合計で 23%)，他大学・
他学部の受験が 34～42% (3 学年の合計で
36%) であった (表 3)。 
 また，「基礎生物」と「生物」は，獣医学
科では 53～57% (3 学年の合計で 55%) が
本学獣医学部，51～64% (3 学年の合計で
59%) が他大学・他学部の受験に利用し，
獣医保健看護学科では 53～83% (3 学年の
合計で 60%) が本学獣医学部，47～63% (3
学年の合計で 51%) が他大学・他学部の受







に利用したのが 0～2% (3 学年の合計で
1%) であった。獣医保健看護学科では，本
学獣医学部の受験に利用したのが 0～2% 
(3 学科の合計で 1%) で，他大学・他学部
の受験に利用したのも 0～2% (3 学年の合






して 15～47 点 (中央値 32 点) で，これを
百分率の得点率に換算すると 30～94% (中
央値 64%) であった (表 4)。 
 この成績を学科別，学年別にみると，得
点率に換算した場合，獣医学科は 1 年次が
36～94% (中央値 70%)，2 年次が 34～90% 
(中央値 68%)，3 年次が 34～88% (中央値
66%)，獣医保健看護学科は 1 年次が 30～
84% (中央値 52%)，2 年次が 32～74% (中
央値 52%)，3年次が 44～68% (中央値 52%) 
であった。ここで，獣医学科 3 学年合計の
得点率は，獣医保健看護学科 3 学年合計の
得点率と比べて，統計学的に有意 (p < 0.05，
Wilcoxon の順位和検定) に高いことが確






(1 年次：48～94%，中央値 76%，2 年次：
52～90%，中央値 72%，3 年次：42～88%，
中央値 70%) は，利用しなかった学生の得
点率 (1 年次：36～84%，中央値 54%，2
 
表 4  「生物学基礎学力調査」の得点状況 
 
42 深瀬 徹，中村 有加里，向田 昌司，望月 庸平
 




図 2  獣医学科 1 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修したが，入学試験の受験科目としては利用せず 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修せず 









い (図 5－7)。 
 なお，本調査に出題した 50 問の内容と
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図 3  獣医学科 2 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修したが，入学試験の受験科目としては利用せず 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修せず 
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図 4  獣医学科 3 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修したが，入学試験の受験科目としては利用せず 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修せず 
    海外の高等学校を卒業，   無回答 
 
 
図 5  獣医保健看護学科 1 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修したが，入学試験の受験科目としては利用せず 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修せず 
    海外の高等学校を卒業 
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図 6  獣医保健看護学科 2 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修したが，入学試験の受験科目としては利用せず 
    高等学校で「基礎生物」「生物」を履修せず 
    無回答 
 
 
図 7  獣医保健看護学科 3 年次学生の「生物学基礎学力調査」の得点分布 
    大学の入学試験の受験科目として「基礎生物」「生物」を利用 
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VM 1：獣医学科１年次学生，VM 2：獣医学科２年次学生，VM 3：獣医学科３年次学生 




  １．大腸菌 
  ２．酵母菌 
  ３．アメーバ 
  ４．シダ 




  １．リボース 
  ２．グルコース (ブドウ糖)  
  ３．アミノ酸 
  ４．脂肪酸 





  １．細胞膜 
  ２．細胞壁 
  ３．ミトコンドリア 
  ４．リボソーム 




  １．全透性 
  ２．半透性 
  ３．選択透過性 
  ４．ナトリウムポンプ 
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問5．減数分裂の説明として誤っているのはどれか。 
  １．２回の分裂が連続して起こる。 
  ２．第二分裂の前にDNAが複製される。 
  ３．相同染色体どうしが対合して二価染色体を形成する。 
  ４．染色体数が半減する。 




  １．主成分はタンパク質である。 
  ２．生体触媒である。 
  ３．化学反応における活性化エネルギーを上昇させること
により触媒作用を示す。 






  １．ミトコンドリア 
  ２．葉緑体 
  ３．リボソーム 
  ４．ゴルジ体 




問6．アデノシン三リン酸 (ATP) の構成成分はどれか。 
  １．グアニン 
  ２．チミン 
  ３．リボース 
  ４．デオキシリボース 




  １．乳酸発酵 
  ２．アルコール発酵 
  ３．呼吸における解糖系 
  ４．呼吸におけるクエン酸回路 






  １．硝酸菌 
  ２．乳酸菌 
  ３．大腸菌 
  ４．ナンバンギセル 
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問11．有性生殖はどれか。 
  １．分裂 
  ２．出芽 
  ３．胞子生殖 
  ４．栄養生殖 




  １．等黄卵 － 全割 
  ２．等黄卵 － 部分割 
  ３．端黄卵 － 全割 
  ４．端黄卵 － 部分割 




  １．硬骨魚類 
  ２．両生類 
  ３．爬虫類 
  ４．鳥類 







  １．１個 
  ２．２個 
  ３．３個 
  ４．４個 




  １．肝臓 
  ２．膵臓 (すい臓) 
  ３．肺 
  ４．甲状腺 






  １．優性の法則 
  ２．分離の法則 
  ３．独立の法則 
  ４．自然選択説 
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問17．ヒトのABO式血液型で表現型がO型となる遺伝子型ど
れか。 
  １．AOのみ 
  ２．BOのみ 
  ３．OOのみ 
  ４．AOとBO 




  １．雌ヘテロ型・ZW型 
  ２．雌ヘテロ型・ZO型 
  ３．雌ヘテロ型・XY型 
  ４．雄ヘテロ型・XY型 






  １．アデニン 
  ２．グアニン 
  ３．シトシン 
  ４．チミン 





  １．接合 
  ２．連鎖 
  ３．乗換え 
  ４．組換え 





  １．伴性遺伝 
  ２．限性遺伝 
  ３．従性遺伝 
  ４．遅滞遺伝 





  １．アデニン 
  ２．グアニン 
  ３．シトシン 
  ４．チミン 

















































  １．DNAヘリカーゼ 
  ２．DNAポリメラーゼ 
  ３．RNAポリメラーゼ 
  ４．DNAリガーゼ 




  １．赤緑色覚異常 
  ２．ダウン症候群 
  ３．パトウ症候群 
  ４．クラインフェルター症候群 




  １．中枢神経 
  ２．末梢神経 
  ３．体性神経 
  ４．感覚神経 







  １．核小体 
  ２．ミトコンドリア 
  ３．リボソーム 
  ４．リソソーム 




  １．神経細胞体 
  ２．樹状突起 
  ３．軸索 
  ４．神経鞘 





  １．グルタミン酸 
  ２．ノルアドレナリン 
  ３．アドレナリン 
  ４．セロトニン 
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問29．複眼をもつのはどれか。 
  １．プラナリア 
  ２．オウムガイ 
  ３．タコ 
  ４．昆虫 






  １．アルブミン 
  ２．グロブリン 
  ３．フィブリノゲン 
  ４．ヘモグロビン 




  １．マクロファージ 
  ２．ヘルパーT細胞 
  ３．キラーT細胞 
  ４．B細胞 






  １．神経伝達物質 
  ２．酵素 
  ３．ホルモン 
  ４．フェロモン 




  １．赤血球 
  ２．白血球 
  ３．マクロファージ 
  ４．リンパ球 





  １．肝臓 
  ２．胆嚢 (胆のう) 
  ３．膵臓 
  ４．腎臓 
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問35．脳下垂体後葉から内分泌されるホルモンはどれか。 
  １．成長ホルモン 
  ２．甲状腺刺激ホルモン 
  ３．バソプレシン 
  ４．チロキシン 




  １．オーキシン 
  ２．ジベレリン 
  ３．サイトカイニン 
  ４．アブシシン酸 




  １．根 
  ２．茎 
  ３．葉 
  ４．花 







  １．エクジソン 
  ２．エストロゲン 
  ３．オーキシン 
  ４．オキシトシン 




  １．蒸散を行う。 
  ２．葉の裏面に多く存在する。 
  ３．孔辺細胞に挟まれた隙間である。 
  ４．昼間は閉じ，夜に開く。 




  １．アサガオ 
  ２．イネ 
  ３．キク 
  ４．ダイコン 
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  ４．標徴種によって植生を分類する。 





  １．順位制 
  ２．リーダー制 
  ３．共同繁殖 
  ４．縄張り (テリトリー) 




  １．アリとアリマキ 
  ２．カクレウオとフジナマコ 
  ３．コバンザメとサメ 
  ４．カイチュウとヒト 




  １．熱帯多雨林 
  ２．亜熱帯多雨林 
  ３．雨緑樹林 
  ４．照葉樹林 







  １．優占種 
  ２．標徴種 
  ３．先駆種 (パイオニア種) 
  ４．極相種 




  １．約46憶年前 
  ２．約38憶年前 
  ３．約20憶年前 
  ４．約10憶年前 
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問47．霊長目の動物の特徴でないのはどれか。 
  １．左右の眼窩が前方を向き，立体視が可能である。 
  ２．1対の乳房をもつ。 
  ３．肩の関節の可動範囲が狭い。 
  ４．前肢の親指が他の指と向き合う構造 (拇指対向性) にな
っている。 
  ５．平爪をもつ。 
 
 
問49．生きている化石 (遺存種) でないのはどれか。 
  １．アジアゾウ 
  ２．カモノハシ 
  ３．カブトガニ 
  ４．オウムガイ 




















  １．コウモリの翼と鳥の翼 
  ２．鳥の翼と昆虫の翅 
  ３．エンドウの巻きひげとブドウの巻きひげ 
  ４．ジャガイモのイモとサツマイモのイモ 





  １．用不要説 
  ２．自然選択説 
  ３．隔離説 
  ４．定向進化説 
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